
  秋 法寿苑だより 
No.26  2013 年 10 月 30 日 

～ 慰問「獅子舞」のようす ～ 



 

九

月

十

六

日(

月)

、

十

四

時

か

ら

法

寿

苑

地

域

交

流

ス

ペ

ー

ス

で

『

敬

老

会

』

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

当

日

参

加

者

は

、

長

期

・

短

期

利

用

者

合

わ

せ

て

五

十

五

名

。

家

族

四

十

六

名

。

職

員

二

十

名

。

総

勢

一

〇

〇

名

以

上

の

出

席

者

に

よ

り

敬

老

の

日

を

お

祝

い

し

ま

し

た

。

支

援

セ

ン

タ

ー

や

ヘ

ル

パ

ー

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

か

ら

も

お

祝

い

に

駆

け

つ

け

て

く

れ

、

盛

大

な

式

典

と

な

り

ま

し

た

。 今

年

の

百

寿

は

、

笠

井

ア

イ

子

様

、

菜

切

フ

ミ

エ

様

、

加

藤

ヤ

ス

子

様

、

宗

時

ア

イ

子

様

、

脇

寿

美

子

様

、

五

名

の

方

々

で

す

。

施

設

長

よ

り

感

謝

状

と

記

念

品

が

贈

呈

さ

れ

、

出

席

者

よ

り

温

か

い

拍

手

を

受

け

ら

れ

て

い

ま

し

た

。 
お

祝

い

の

余

興

と

し

て

、

『

グ

リ

ー

ン

ハ

ー

モ

ニ

ー

』

の

皆

様

に

よ

る

大

正

琴

の

演

奏

が

式

典

に

華

を

添

え

て

く

だ

さ

い

ま

し

た

。

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。 

参

加

さ

れ

た

皆

様

一

人

ひ

と

り

が

、

家

族

様

や

職

員

と

記

念

写

真

を

撮

っ

た

り

、

談

笑

さ

れ

た

り

と

和

気

藹

々

と

し

た

時

間

を

過

ご

さ

れ

て

い

ま

し

た

。

そ

の

よ

う

な

笑

顔

が

見

ら

れ

た

事

が

、

何

よ

り

の

お

祝

い

と

な

っ

た

か

と

思

い

ま

す

。

本

当

に

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

こ

れ

か

ら

も

、

変

わ

ら

ず

お

元

気

で

い

ら

し

て

く

だ

さ

い

。 



 
 

 
 

 
 

 
 

 

七

月

十

日

か

ら

、

日

本

音

楽

療

法

学

会

認

定

音

楽

療

法

士

で

あ

る

児

玉

令

江

子

先

生

に

、

毎

月

４ 

回

、

音

楽

療

法

に

来

て

い

た

だ

い

て 

い

ま

す

。 

音

楽

療

法

と

は

、

音

楽

を

活

用

し

、

心

身

の

活

性

化

・

認

知

症

の

進

行

を

遅

ら

せ

る

・

身

体

を

動

か

せ

る

こ

と

で

寝

た

き

り

予

防

の

効

果

が

期

待

で

き

ま

す

。 
 

初

め

の

頃

は

、

歌

う

声

も

小

さ 

く

、

鈴

を

振

れ

る

方

も

少

な

い

状

態 

で

し

た

が

、

３

ヶ

月

経

っ

た

頃

に 

は

、

毎

回

楽

し

み

に

集

ま

っ

て

来 

ら

れ

、

大

き

な

声

で

歌

い

、

自

ら

リ 

ズ

ム

を

取

り

、

積 

極

的

に

参

加

さ

れ 

て

い

ま

す

。

季

節 

の

唄

を

中

心

に

毎 

回

楽

し

く

活

動 

し

て

い

ま

す

。 
 

 

七

月

二

十

八

日 

あ

ま

か

ら

水

祭

り 

の

、

い

か

だ

レ

ー 

ス

を

観

戦

し

て

き 

ま

し

た

。 

居

室

の

窓

か

ら 
見

慣

れ

て

い

る

詰

田

川

で

、

地

元

の 
方

々

の

熱

い

レ

ー

ス

に

、

皆

さ

ん

目

を

輝

か

せ

声

援

を

送

っ

て

い

ま

し

た

。

お

天

気

に

も

恵

ま

れ

、

橋

の

上

に

立

つ

と

、

川

面

か

ら

の

心

地

よ

い

風

が

吹

い

て

お

り

、

久

々

の

外

の

空

気

に

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

さ

れ

た

よ

う

で

す

。

施

設

北

側

の

道

か

ら

、

稲

田

を

挟

ん

で

見

え

る

法

寿

苑

の

景

色

が

、

と

て

も

き

れ

い

だ

っ

た

の

で

、

記

念

に

写

真

を

撮 

り

ま

し

た

。 

皆

さ

ん

、

素

敵

な 

笑

顔

に

な

っ

て

ま 

す

。

来

年

も

楽

し 

み

で

す

ね

。 

 

弐

拾

参

番

館

で

は

、

毎

月

必

ず

ユ

ニ

ッ

ト

炊

飯

、

手

作

り

お

や

つ

を

行

っ

て

い

ま

す

。

七

月

八

月

は

、

カ

キ

氷

や

お

団

子

な

ど

、

季

節

を

感

じ

ら

れ

る

メ

ニ

ュ

ー

を

ユ

ニ

ッ

ト

で

作

り

、

楽

し

ん

で

い

ま

す

。

今

回

は

、

入

居

者

さ

ん

か

ら

、

以

前

よ

り

要

望

の

あ

っ

た

『

手

作

り

ピ

ザ

』

で

す

。

 

生

地

を

伸

ば

し

た

り

ソ

ー

ス

を

塗 

っ

て

、

ト

ッ

ピ

ン

グ

を

飾

っ

て

い

く 

工

程

を

、

皆

で

ほ

と

ん

ど

仕

上

げ

て 

い

き

ま

し

た

。

オ

ー

ブ

ン

で

焼

き

が 

る

ま

で

の

待

ち

遠

し

い

こ

と

。

普

段 

味

わ

え

な

い

香

ば

し

さ

に

笑

顔

い 

っ

ぱ

い

で

し

た

。 
 

 

弐

拾

四

番

館

で

は 

炊

飯

ジ

ャ

ー

を

使

っ 

た

手

作

り

ケ

ー

キ

に 

挑

戦

し

ま

し

た

。 

こ

ん

が

り

焼

け

た

ス 

ポ

ン

ジ

の

土

台

に

、 

上

手

に

泡

立

て

ら

れ 

た

ク

リ

ー

ム

を

丁

寧 

に

塗

っ

て

い

き

ま

し 

た

。

バ

ナ

ナ

を

乗

せ 

て

完

成

で

す

。 

皆

で

協

力

し

て

出

来 

上

が

っ

た

ケ

ー

キ

の 

お

味

は

格

別

で

し

た 
  

 

音

楽

療

法

 

あ

ま

か

ら

水

祭

り

 

ピ

ザ

作

り

 

手

作

り

ケ

ー

キ 



 

毎

月

恒

例

の

シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ

。

今

回

は

、

福

岡

町

の

イ

オ

ン

高

松

東

店

へ

行

っ

て

き

ま

し

た

。

各

ユ

ニ

ッ

ト

職

員

と

一

緒

に

、

店

内

を

回

り

な

が

ら

、

自

分

達

の

欲

し

い

物

の

買

い

物

を

済

ま

せ

た

後

、

ユ

ニ

ッ

ト

費

で

購

入

す

る

、

リ

ビ

ン

グ

を

飾

る

お

花

を

一

緒

に

選

ん

だ

り

、

店

内

の

喫

茶

店

で

ソ

フ

ト

ク

リ

ー

ム

や

挽

き

た

て

珈

琲

を

楽

し

ん

だ

り

と

、

思

い

思

い

に

シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ

の

時

間

を

過

ご

さ

れ

て

い

ま

し

た

。

限

ら

れ

た

時

間

で

は

あ

り

ま

し

た

が

、

久

し

ぶ

り

の

外

の

風

は

気

持

ち

良

か

っ

た

こ

と

と

思

い

ま

す

。

ま

た

行

き

ま

し

ょ

う

ね

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

九

月

二

十

日

地

域

交

流

ス

ペ

ー

ス

に

て

、

法

寿

苑

秋

の

彼

岸

法

要

が

執

り

行

わ

れ

ま

し

た

。

今 

年

の

春

か

ら

半

年

の

間

に

、

亡

く

な 

ら

れ

た

入

居

者

様

を

偲

ん

で

、

多

く 

の

方

が

集

ま

ら

れ

ま

し

た

。 

読

経

が

響

く

中

、

静

か

に

手

を

合 

わ

さ

れ

、

一

緒

に

過

ご

さ

れ

た

日

々

の

事

や

、

故

人

と

の

思

い

出

を

廻

ら

せ

な

が

ら

、

冥

福

を

祈

っ

て

お

ら

れ

ま

し

た

。

法

寿

苑

の

お

仏

壇

の

過

去

帳

に

は

、

天

寿

を

全

う

さ

れ

た

入

居

者

様

の

名

前

が

綴 
ら

れ

て

い

ま

す

。 
お

彼

岸

が

来

る

度

、 

お

顔

を

思

い

出

し 

ご

供

養

さ

せ

て

頂 

い

て

い

ま

す

。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八

月

十

九

日

ボ

ラ

え

も

ん

様

に

慰

問

へ

来

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

素

敵

な

唄

や

、

 
華

麗

な

日

本

舞

踊

な

ど

、

楽

し

ま

せ

て

頂

き

ま

し

た

。

知

っ

て

い

る

曲

が

流

れ

る

と

、

一

緒

に

合

わ

せ

て

口

ず

さ

ま

れ

手

拍

子

を

つ

け

、

盛

り

上

が

っ

て

い

ま

し

た

。

流

れ

る

よ

う

な

所 

作

が

美

し

い

踊

り

に

は

、

惜

し

み

な

い

拍

手

が

送

ら

れ

て

い

ま

し

た

。

い

つ

も

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

で

色

々

な

団

体

の

方

に

来

て

い

た

だ

い

て

い

ま

す

。

皆

さ

ん

、

大 

変

喜

ば

れ

て

お

り

、 

本

当

に

あ

り

が

た 

い

こ

と

で

す

。

こ 

れ

か

ら

も

、

ど

う 

ぞ

よ

ろ

し

く

お

願 

い

い

た

し

ま

す

。 

 

敬

老

会

の

翌

日

、 

高

松

市

の

職

員

さ 

ん

が

来

ら

れ

、

百 

歳

を

越

え

ら

れ

た 

み

な

さ

ん

へ

、

内 

閣

総

理

大

臣

か

ら 

の

長

寿

の

お

祝

い

の

賞

状

が

、

一

人

ひ

と

り

に

手

渡

さ

れ

ま

し

た

。 

「

大

変

、

名

誉

な

こ

と

で

ご

ざ

い

ま

す

。

皆

様

の

お

か

げ

で

長

く

生

き

て

こ

ら

れ

ま

し

た

。

大

変

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

」

と

嬉

し

そ

う

に

感

想

を

話

さ

れ

て

い

ま

し

た

。

こ

の

大

き

な

賞

状

は

、

額

に

入

れ

ら

れ

、

お

部

屋

で

大

事

そ

う

に

飾

ら

れ

て

い

ま

し

た

。

こ

れ

か

ら

も

、

身

体

に

気

を

つ

け

て

、

元

気

に

年

齢

を

重

ね

て

く

だ

さ

い

。 

 

シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ 

秋

の

彼

岸

法

要

 

ボ

ラ

え

も

ん

様

 

何を買おう

かしら。。。 

百

寿

の

お

祝

い

 



 

  

法

寿

苑

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

が

開

設

さ

れ

九

年 

目

を

向

か

え

ま

し

た

。

こ

の

度

、

職

員

の

制 

服

が

新

し

く

変

わ

り

ま

し

た

。

明

る

い

ピ

ン 

ク

色

の

ポ

ロ

シ

ャ

ツ

に

、

大

き

な

名

札

が 

「

き

れ

い

な

色

や

ね

」

「

目

立

っ

て

い

い

ね

」 

と

利

用

者

様

か

ら

大

変

好

評

を

頂

い

て

い

ま 

す

。

制

服

も

変

わ

り

、

気

持

ち

も

新

た

に

職 

員

一

同

頑

張

っ

て

い

き

ま

す

。

こ

れ

か

ら

も 

ど

う

ぞ

よ

ろ

し

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

。 

苦

情

・

要

望

等

の

ご

意

見

が

あ

り

ま

し

た

ら

、

各

事

業

所

の

受

付

担

当

者

（

左

記

参

照

）

ま

で

お

電

話

で

も

お

越

し

い

た

だ

い

て

も

構

い

ま

せ

ん

の

で

、

お

気

軽

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

 

 ・

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

・

シ

ョ

ー

ト

ス

テ

イ

 

 
 
 
 

 

川

﨑

 

み

ど

り

 

℡

 

8

3

2

‐

5

5

0

0

 

・

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

 

 
 
 
 

 

和

田

 

英

幹

 
 
 

℡

 
 

8

3

2

‐

5

6

8

0

 

・

老

人

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー

 

 
 
 
 

 

龍

満

 

修

作

 
 
 

℡

 

8

3

2

‐

5

4

0

0

 

・

ホ

ー

ム

ヘ

ル

プ

サ

ー

ビ

ス

 

 
 
 
 

 

瀧

本

 

智

征

 
 

℡

 
 

8

3

2

‐

5

7

6

8

 

            

 

入

居

中

の

医

療

に

関

す

る

内

容

 

利

用

者

と

の

人

間

関

係

に

関

す

る

内

容

 

施

設

の

対

応

に

関

す

る

内

容

 

職

員

の

対

応

に

関

す

る

内

容

 

介

護

方

法

に

関

す

る

内

容

 

０

件 

０

件 

０

件 

０

件

 

０

件

 

 

 

 

 

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

が

ご

自

宅

に

お

伺

い

し

、

 

身

体

面

（

入

浴

・

オ

ム

ツ

交

換

）

や

生

活

面

 

（

掃

除

・

洗

濯

・

調

理

）

等

、

身

の

周

り

の

お

 

世

話

を

い

た

し

ま

す

。

 

 

苦

情

受

付

状

況

 

 
 
 
 

 
 
 
 

平

成

二

十

五

年

七

月

～

九

月

 

 

訪

問

介

護

員

（

ヘ

ル

パ

ー

）

募

集 

『

明

る

く

元

気

に 

一

緒

に

働

き

ま

し

ょ

う

！

』 

資

格

䢧

ヘ

ル

パ

ー

２

級

以

上 

時

給

䢧

身

体

介

護 

二

〇

〇

〇

円 

生

活

援

助 

一

六

〇

〇

円 

早

朝

・

夜

間

・

土

日

・

祝

日

を

中

心

に 

働

け

る

方

を

募

集

し

て

い

ま

す

。 

【

連

絡

先

】

（

〇

八

七

）

八

三

二

‐

五

七

六

八 

【

担

 

当

】

瀧

本 

 

ホ

ー

ム

ヘ

ル

プ

サ

ー

ビ

ス

 

 

介

護

を

必

要

と

さ

れ

る

方

が

、

住

み

慣

れ

 

た

自

宅

で

安

心

し

て

生

活

し

て

い

た

だ

け

 

る

よ

う

お

手

伝

い

い

た

し

ま

す

。

 

 

 

・

介

護

保

険

サ

ー

ビ

ス

の

ご

相

談

。

 

・

サ

ー

ビ

ス

計

画

（

ケ

ア

プ

ラ

ン

）

の

作

成

を

い

た

し

ま

す

。

 

老

人

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー

 

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

 



＊10 月 1 日現在 特養の現状＊ 

《私達と一緒に働きませんか》 
法寿苑では、介護職員・看護職員を募集しています。  
長期入居者様、デイサービス・ショートステイ利用者様から  
多くのことを学べ、職員も充実した時間を過ごしています。  
お気軽にお問い合わせ下さい。     087-832-5500 

特別養護老人ホーム 法寿苑 
〒760-0080 高松市木太町 7 区 3308 番地 
(代表) TEL : 087-832-5500 

FAX : 087-832-5530 
法寿苑デイサービスセンター 

TEL : 087-832-5680 
法寿苑老人介護支援センター 

TEL : 087-832-5400 
弘善会ヘルパーステーション 

TEL : 087-832-5768 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.kouzenkai.jp 
(弘善会ホームページよりお入りください) 
E-mail houjyuen@kouzenkai.jp 

 

 

‐

編

集

後

記

‐ 

 
男 性 女 性 全 体 

入所者数（人） 11 39 50 

平均介護度 3.27 3.82 3.70 

平均年齢（歳） 82.5 89.2 87.7 

最 高 齢 （ 歳 ） 94 100  

最 低 齢 （ 歳 ） 68 69  

‐

寄

付

・

慰

問

‐

 
 

あ

た

た

か

い

御

厚

情

の

お

礼

申

し

上

げ

ま

す[

平

成

二

十

五

年

七

月

～

九

月] 

順

不

同 

《

寄

付

物

品

》 

大

浦

恵

美

子

様

、

佐

野

満

栄

様

、

間

嶋

瑞

子

様

、

木

村

紀

子

様

、

カ

ノ

ー

ク

ス

様

、

山

本

登

美

子

様

、

津

田

和

美

様

、

窪

田

純

子

様

、

佐

藤

章

代

様

、

滝

川

美

子

様

、

㈱

ア

ー

ル

・

シ

ー

・

エ

ス

様

、

太

田

芳

廣

様

、

三

角

武

様

、

栄

光

寺

 

池

田

宗

弘

様

、

久

保

弥

生

様

、

横

内

美

恵

子

様

、

橋

本

渉

様

、

豊

栄

自

動

車

㈲

様

、

土

居

好

江

様

、

高

橋

秀

子

様

、

馬

場

公

子

様

、

綿

谷

ヤ

ス

子

様

、

笠

井

明

生

様

、

寺

井

鈴

子

様

、

小

松

博

之

様

、

㈲

完

土

 

完

土

剛

様

、

戸

田

令

子

様

、

高

松

大

塚

歯

科

医

院

様

、

福

島

商

会

様

、

㈱

ア

カ

マ

ツ

様

、

佐

伯

吉

朗

様

、

岡

田

武

様

、

堀

上

保

様

、

松

岡

忠

四

郎

様

、

中

川

忠

士

様

、

笠

松

ア

ヤ

子

様

、

星

加

澄

子

様

、

西

原

コ

ヒ

デ

様

、

川

崎

医

療

福

祉

大

学

様

、

河

西

カ

ナ

エ

様

、

㈱

四

国

珈

琲

様

、

竹

本

敦

子

様

、

木

村

清

香

様

、

山

地

義

数

様

、

泉

川

洋

子

様

、

佐

々

木

哲

夫

様

、

岡

坂

タ

キ

子

様

、

鳥

塚

武

様

、

三

宅

ミ

子

コ

様

、

長

尾

正

義

様

、

柴

原

カ

ル

子

様 
 

《

寄

付

金

》

 

荒

木

ツ

ユ

コ

様

、

佐

藤

勲

様

、

宗

時

重

利

様

、

㈱

和

光

堂

様

、

久

保

弥

生

様

、

笠

井

明

生

様

、

成

田

山

聖

代

寺

様

、

佐

竹

克

子

様

、

み

や

び

会

様

、

田

中

佐

智

子

様

、

岡

田

武

様 
 

《

御

慰

問

・

御

奉

仕

》 

細

井

春

美

様

、

坂

本

整

子

様

、

津

田

和

美

様

、

ボ

ラ

え

も

ん

様

、

高

松

フ

ル

ス

愛

好

会

様

、

ミ

エ

ー

ル

メ

ガ

ネ

様

、

三

浦

澪

様

、

グ

リ

ー

ン

ハ

ー

モ

ニ

ー

様

、

今

田

様

、

有

馬

様

、

古

田

裕

子

様 

空

気

が

澄

み

切

っ

て

、

空

が

高

く

感

じ

ら

れ

る

季

節

で

す

ね

。

食

べ

物

は

美

味

し

い

し

、

過

ご

し

や

す

い

気

候

で

外

出

時

も

快

適

で

す

。

校

庭

か

ら

運

動

会

の

練

習

の

掛

け

声

が

聞

こ

え

た

り

、

毎

晩

、

近

所

か

ら

獅

子

の

鐘

の

音

が

聞

こ

え

て

く

る

と

、

大

好

き

な

秋

の

訪

れ

を

感

じ

ま

す

。

お

祭

り

と

い

え

ば

、

法

寿

苑

で

も

、

十

月

二

十

日

に

『

法

寿

苑

祭

』

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

今

年

は

、

あ

い

に

く

の

雨

模

様

と

な

り

ま

し

た

が

、

多

く

の

方

に

来

苑

し

て

頂

き

、

盛

大

に

行

わ

れ

ま

し

た

。

入

居

者

・

利

用

者

様

は

も

ち

ろ

ん

、

参

加

さ

れ

た

方

皆

さ

ん

と

楽

し

い

時

間

を

過

ご

す

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

 

『

法

寿

苑

祭

』

の

詳

し

い

様

子

は

、

次

回

冬

号

で

お

伝

え

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

朝

晩

と

昼

間

の

気

温

差

が

激

し

く

、

体

調

管

理

が

難

し

く

も

あ

る

季

節

で

す

。

皆

様

、

ど

う

か

身

体

に

は

気

を

付

け

て

元

気

に

お

過

ご

し

く

だ

さ

い

。 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

（

広

報

担

当

 

Ｋ

・

Ｍ

）

 


